
事業名：農山漁村インバウンド受入加速化事業（継続） 

 

担当課：農山漁村づくり課 

１ 事業の目的 

本事業は、美しい自然や歴史文化、美食に彩られた三重県ならではの「美し国みえ」のイメ

ージを体現する農泊コンテンツを創出し、三重県の農山漁村地域におけるインバウンド受入

体制を強化することで、農山漁村への訪日外国人旅行者の受入拡大と滞在消費の拡大を図

り、その結果として地域経済の潤いと活力創出につなげます。 

併せて、インバウンドの受け入れに取り組む農泊地域などへのインターンシップの取組を通

じて、地域の担い手となる人材を育成し、将来的な定住・関係人口の増加にもつなげることを

目指します。 

 

２ 事業の必要性 

近年、長期滞在や再訪を希望する外国人客は、日本の「本物の姿」を求めています。 

三重の農山漁村は伝統的な街並みや郷土料理、田舎の暮らしの魅力を持っており、これを

発信することで新たな誘客と地域活性化の好機が生まれます。 

本事業を通じて、三重県のブランドコンセプト「美し国みえ」を強調し、地域全体で体験価

値を創出することで、効果的なプロモーションが期待されます。訪日外国人旅行者の満足度

や滞在価値が向上し、地域の消費拡大や収益増加、所得向上、雇用創出に寄与します。ま

た、地域に滞在した若者が「地域ファン」となり、関係人口や将来の担い手を育成することが

期待されます。 

 

３ 事業の内容 

（１）体験プログラムの開発・磨き上げ【3,200千円】 

農山漁村地域の自然・文化・食など地域資源を活かし、訪日個人旅行者（FIT層）

向けの体験型農泊プログラムを新たに開発・改良します。 

令和 7年度に作成する「農泊によるインバウンド受入アクションプラン」に基づき、

交流体験や農業・漁業・料理づくり、古民家宿泊など「美し国みえ」のイメージを

体現する農泊コンテンツを創出します。 

また、開発した体験プログラムを対象に、訪日外国人や旅行会社、メディア関係者

等を招いたモニターツアーを実施します。参加者からは満足度や改善点などをヒア

リングし、専門家も交えた評価会を通じて、プログラムの質をさらに高めます。 

また、SNSや口コミでの情報発信も促進し、三重の農泊の魅力を国内外に広く伝え

る機会とします。 

 

（２）農泊インターンシップの実施 【2,400千円】 

学生や留学生などが農泊地域に一定期間滞在し、農泊地域の現場（宿泊施設や体 

験施設、農泊協議会の事務局など）で活動するインターンシップの取組について、

地域の受入体制整備や研修設計、宿泊支援も含めたパッケージで実施します。 



学生や留学生などが地域の魅力を深く知ることで「地域ファン」としての関係を 

築き、関係人口や担い手の創出につなげます。 

 

４ 事業の内容 

令和７年４月～令和１０年３月 

 

５ 事業費 

  事業費 ５，６００千円（国費：２，７２０千円、県費：２，８８０千円） 


